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はその成果の一端を報告する。調査地域については，図 1を参照されたい。調査は 11月 17日
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以下の図のうち，モノクロ写真は 1964年 10月 20日撮影の CORONA衛星であり，添えられた経
緯度は Google Earthにより特定したものである。現地での写真には撮影日時とカメラ搭載 GPS
による経緯度が添えられ，さらに撮影方位が付加されている。CORONA Satellite photographs 






































































図 18　 コク・テパのシタデル。（9：59）【39º 
53.5370’N：66º 55.1133’E：37º】。
図 20　 ダブシア遺跡北東側，ゼラフシャン川




















図 24　 カフィル・カラ。（22日10：44）【39º 34.2645’
N：67º 01.1710’E：64º】正方形のシタ
デルの手前（南西側）に３基の塔がある。
2000年の前回訪問以後，発掘が進んだ。
図 26　 クルドル・テパのシタデル。（11：38）
【39º 29.6390’N：67º 10.1270’E：64º】
この遺跡は，サマルカンドの南東 25km
に位置する。
図 28　 クルドル・テパのシャフリスタンを囲繞す
る囲郭。手前が南東側，奥が南西側。ほぼ
直角に曲がっていることがわかる。南西側
囲郭の高さは，高いところで 5m程度。（12：
16）【39º 29.4776’N：67º 10.3921’E：212º】
